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縄文時代の遺物（2）
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縄文時代の遺物（3）
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弥生・古墳時代，古代の遺物
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古代・中世の遺物
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中世の遺物（3）
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中世の遺物（4）
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中世の遺物（5）

921
922

920

868
879

927

893891

898

892

869871870

907

906

908

911

935

934

937

950

961962

952

956 958 959

861 860

867866865

977

975

976

965

971

994

904



－ 228 －

図
版
34

中世・近世の遺物
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中郡遺跡群

あとがき
 
　報告書作成の最中の平成25年11月17日，感応禅寺で三十七世から三十八世和尚への晋山式が行われ
た。感応禅寺は，栄西禅師創建の我が国最古の禅寺であるとともに，島津初代忠久から五代貞久の御
廟所を祀る寺でもある。
　祥三和尚の「山門之偈」で始まり，
　鎭國山歴　　鎭國の山歴
　八百余秋　　八百余秋
　元無関鎖　　元と関鎖無し
　樹下悠悠　　樹下悠悠
　島津の紋所の法衣を纏い，仏祖の御恩と仏法の流布を誓いする「晋山之偈」の
　名郷出水碧天清　　名郷出水碧天清く
　感應禪林響鶴蹄　　感応禅林鶴啼き響く
　祖塔真前承法徳　　祖塔真前法徳をつぎ
　乾坤独立一心平　　乾坤に独立して一心平かなりは，脳幹を刺激しその凜とした空間は，最古の禅
寺に触れ，島津氏発祥の地を彷彿とさせるに充分であった。
　発掘調査では，この時期の龍首水注や輸入陶磁器が発見され，堀や溝跡等屋形群を彷彿させる遺構
や造成の痕跡も発見されたが，悔しいかな時の流れは建物の基盤を大きく削平し，栄枯衰勢を直視す
ることとなった。
　冬の鶴はこの地の優しさを知り，飛来し続けている。この地に，鎌倉武士団が闊歩する姿を描きき
れなかったが，機会あるごとに追い続けることとなる。






